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2 　構造および特徴

⑴　既設機との同時運転を可能とする
　　トリッパ傾動機構
　受入ベルトコンベヤを既設機と新設機が共通使用するの
で，既設機が積付する石炭は新設機上を通過する必要があ
る．このため，トリッパの傾斜角度を変更することで，直
接，既設機に搬送する機能を有している（図 2 青破線）．
この傾動機構により，払出運転時にはトリッパとブーム旋
回時の干渉を回避させ，トリッパを切り離すことなく機体
後方への旋回作業を十分な範囲で行えるようにしている．

⑵　広い旋回動作範囲を確保する上部構造体
　トリッパ傾動により干渉回避ができない積付運転時にお
いても機体後方への旋回作業範囲を確保するため，上部構
造体中心部には円形単支柱構造を採用した．これによりト
リッパ，ブームコンベヤ沿いの歩廊を確保したまま，広い
旋回動作範囲を確保できる．

⑶　駆動装置の電動化によるメンテナンス性向上
　従来，油圧駆動方式が主流であったバケットホイール駆
動装置に電動駆動方式を採用することで，作動油および油
圧機器などメンテナンス作業の低減を図った．また，イン
バータからの電流計測値を基に，瞬時の過負荷検出，自動
停止による保護機能を設けている．ブームコンベヤ駆動装
置についても，インバータ駆動とすることで，起動・停止・
逆回転動作時のスムーズな運転を確保するとともに，クッ
ションスタート用として設置していた流体継手を省略する
ことで保守性の向上を図り，受入・払出運転切替による電
動機の起動発停許容回数を高めている．

⑷　コンベヤ駆動電源の回生による省エネルギー化
　石炭ヤード敷地下面が低いという配置上の特性に合わ
せ，積付運転時にブームコンベヤの石炭搬送が下り方向で
使用される場合を考慮して，ブームコンベヤ駆動装置には
電源回生コンバータを採用し，下り搬送で発生する回生電
流を電源に戻し，運転消費電力を削減している．

⑸　海外製作によるトータルコストの削減
　スタッカリクレーマ構造体は，当社と中国企業の合弁会
社である上海中遠川崎重工鋼結構有限公司にて製作・組立
を行い，ユニット化した状態で海上輸送により現地へ搬入
した．製作工場での組立の割合を増やすことにより，現地
工事作業の低減，品質向上を図り，トータルコストを低減
させた．
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　現在，国内の製鉄所や石炭火力発電所では，ばら物原料
搬送設備の更新・新設が多数計画されており，今回納入し
た屋外用スタッカリクレーマだけでなく，屋内用スクレー
パ式リクレーマなど，お客様のさまざまなニーズに応える
製品の提案・納入を行っていく予定である．
　なお，本設備の納入にあたり，さまざまな協力を頂いた
新日鐵住金㈱をはじめ，関係各位に深く感謝の意を表す．
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図 2 　搬送の流れ
Fig. 2 　Flow of conveyance

⒝　スタッカリクレーマでの搬送の流れ




